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借区開坑願からみた藤里町の鉱山

益子清孝＊

Iはじめに

近世初期以来，日本の鉱山は幕府・諸藩の鉱山専有

主義下におかれ，明治5年（1872）太政官布告「鉱山

心得」，同6年の「日本坑法」においても坑法の鉱山

専有主義を確守していた。しかし，明治23年に改正さ

れた日本坑法では，鉱業出願が自由裁量主義から先願

主義に移行し，さらに，同年に発布された｢鉱業候例」

によって，坑法の鉱山専有主義は鉱業自由主義（許可

主義）となった。鉱業繰例は，それまでの借区に採掘

権を認め，永久権とするものであったし，鉱物の売買

の自由化，鉱山から独立した製錬所の設置をも認める

ものであった。さらに，公益の保護，地表の保全およ

び労働者の安全を守る鉱業警察法規の規定，坑夫の雇

用，疾病・負傷に対する救済規定など，労働法規の先

駆をなすなど，鉱業の企業としての近代化をうながす

ものであった。

この鉱業降例による鉱山自由主義化の動向は，秋田

県においても顕著であった。明治23年には，秋田県の

借区試掘数は539ケ所（借区167,試掘372）に及ん

でいた1）明治24年2月12日の国民新聞には，「昨年
O

の八月以来各鉱山の借区を願い出ずる者非常に多く，

現に農商務省の鉱山局に堆積して，未だ指令を与えざ

るもの，なお一万四千余通ありと」と報道するほどで

あった2)。

文永年中（1264～74）の開発ともいわれる3)太良

(平)鉱山をはじめとして，早くから鉱山開発がみられ

た藤里町においては，藩政期には21鉱山（|日藤琴村5，

粕毛村15,大沢村1鉱山）が開発され4)一時休止した

ものの明治中期にいたって藤琴川や粕毛川流域におい

て，多くの民間人による鉱山の開発の試みられた。そ

こで，本稿は藤里村の明治20年代の鉱山開発の動きを
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とおして，その地域的特質を考察しようとするもので

ある。調査の方法としては，藤里町所蔵の借区開坑願

・坑業見込書などの借区試掘関係文書やその他の文書

資料・文献および，現地聞き取り調査などによった。

研究方法は斎藤(1980)などの方法を参考にした。

なお，本報告は当館の地域研究「能代．山本｣のﾐ能

代・山本地域の鉱山''研究グループでの調査研究の一

部である。また，藤里町の鉱山開発とその地域的展開

に関しては別稿で報告する予定でおり，本稿では割愛

した。

Ⅱ藤里町の概況

藤里町は，北部は白神山地に属し青森県と接し，東

は北秋田郡鷹巣町・田代町，西は山本郡八森町・峰浜

村・能代市と，南は山本郡二ツ井町に接してL､る°北

部の駒ケ岳（標高1158m)を最高に，北高南低の地勢

となっている。白神山地に源を発する藤琴川・粕毛川

が中心集落で合流し，さらに南流して二ツ井町で米代

川に注いでいる。この河川に沿って集落が散在してい

る。町域の89％が山林原野で林産資源に恵まれており，

北部の杉・ブナ林の多くな国有林となっている。

享保郡邑記（1730）によれば，八坂（矢坂）村42軒

・大沢村86軒・粕毛村54軒・藤琴村（平鉱山を含む）

151軒とある｡寛政村附帳（1794）によると，村高は藤

琴815石（枝郷10）・粕毛543石（枝郷11）・矢坂160

石・大沢270石（枝郷2）であった。藤琴村は10寄郷

をもつ親郷で，粕毛・矢坂・大沢3か村もその寄郷で

あった（角川日本地名辞典5)。

明治22年に藤琴・大沢・太良鉱山3か村は合併して

藤琴村に，粕毛村・矢坂村2か村も合併し粕毛村とな
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った。同24年の両村人口は5918,戸数919戸で,大正9

年の人口は6797人であった。昭和30年3月31日，藤琴

村と粕毛村の合併によって藤里村（同38年町制施行）

となった。合併時における人口(戸数)は，藤琴村6225

人(980戸）・粕毛村3099人(476戸）であった｡業態別

生業人口比は，前者においては，都市的業態が24.6％

（1646人）・その他の業態73.6％（4579人）で，後者

は都市的業態人口比が2．7％（83人）であった。一方，

産業別生産額では，藤琴村の場合，農業生産額8605万

円，鉱工業1億4871万円，その他8227万円で鉱工業関

係が46.9％を占めていた。ちなみに産業別人口比をみ

ると農業71.6％（4,458人），商工業6.6%(410人),鉱

業6.9％（429人），その他14.9％（628）である。粕毛

村の場合，農業生産額4,978万円で総生産の37.7％を占

め，産業別人口の構成では農業2,821人（91.0％），商

工業47人（1.5％），その他231人（7.5％）であった。

昭和59年10月1日現在の藤里町の人口は5,655人で，

昭和30年の合併時に比して3,669人減となっている｡明

治24年の人口をも下まわっている。藤里町は，災害の

町ともいわれ，ことに藤琴川・粕毛川の洪水による被

害は大きく，昭和33年の大水害は太良鉱山の休山や森

林軌道廃止のきっかけともなった。豊富な林産資源と

鉱産活動に支えられてきた藤里町は，昭和46年の県営

素波里多目的ダムおよび発電所の完成や県立自然公園

に指定されてし､る素波里峡・太良峡・駒ケ岳一帯を含

む山岳自然レクリエーション地としての開発計画の進

行等によって大きく変容しようとしている。
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Ⅲ藤里町の鉱山開発とその歴史的背景

1．近世の鉱山開発

秋田領における近世の鉱山開発は，秋田領内諸金山

箇所年数帳（杉原寿山箸・文政年間）によれば565山

に及んでいる。鉱種別では，金山73,銀山134，銅山

84,鉛山213,鉄山・土石山61であった。山本郡では，

銀山8，銅山2，鉛山18,鉄山・土石山6山で合計34

の鉱山が開発された。概して，山本郡では鉛山が相対
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借区開坑願からみた藤里町の鉱山

表1秋田領内の郡別鉱山数

（「秋田領内諸金山箇所年数帳」により作成）

表2藩政期における能代・山本地域の鉱山

(資料：「秋田領内諸金山箇所年数帳」により作成）
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小倉沢鉛山

大臼沢鉛山

小東又沢鉛山

久多利沢鉛山

赤石沢銅山

入山沢鉛山

延田沢鉛山

平鉛山

置穴沢銀山

三ツ石沢鉛山

谷地銀山

長場内銅山（鉛山）

杉淵沢鉛山

不動沢鉛山
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図3藩政期における藤里町の金属鉱山

(｢秋田領内諸金山箇所年数帳」により作成）
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討塑

藤里町

八森町

峰浜村

能代市

計

銀 山

･置穴沢（藤琴）

･谷地（粕毛）

･開翁滝｛粕毛）

･八盛（八森）

･間瀬内（茂浦）

・水沢一古銀山、

岩子銀山一

・小又沢

(水沢）

(大久保台）

・初掛沢（床岩）

8

銅 山

･長場内（粕毛）

･赤石沢（粕毛）

2

鉛 山

･平一藤琴一（藤琴）

･久多利沢（粕毛）

･'｣､東又（粕毛）

･入山沢（粕毛）

･小作場内（粕毛）

･不動沢（粕毛）

･杉割沢（粕毛）

･大日沢（粕毛）

･延田沢（粕毛）

･小倉沢（粕毛）

･三ツ石沢（大沢）

・中ノ又（茂浦）

・西平（八森銀山ノ内）

・立又沢（水沢）

･銀山沢一（岩子，小銀

山沢）

･小又沢（大久保台）

･大割沢（目長田）

・小沢（水沢）
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鉄 山

･室谷（粕毛）

･藤琴川（藤琴）

2
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朱山

ｊ
地
石
、
ノ

琴
谷
青
琴

藤
吉
緑
藤

く
内
一
一
く

比
沢
小

・専太沢＝砥石

(八森銀山ノ内）

4

計

21

5

ワ
０

1

34



益子清孝

表3藤里地区の鉱山開発略年表
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的に多く開発された。現在の行政区別にみると，藤里

町がもっとも多く21山が開発され，次いで，峰浜村7

八森町5，能代市1山であった（表2)。

藤里町では旧粕毛村が鉱山数においてもっとも多く，

銀山2－谷地・開翁滝一，銅山2－長場内6赤石沢一，

鉛山9－久多利沢・小東又・入山沢・小作場内沢・不

動沢・杉割沢・大日沢・延田沢・'1,倉沢一，砂鉄山1

－室谷一，黛赫石1－粕毛一の15山が開発された。こ

とに鉛山の開発が卓越していた。旧藤琴村では，平

(太良)鉛山･置穴沢銀山と藤琴川の砂鉄’吉谷地沢の緑

青山,おほき沢(大さくれ沢)の朱山が開発された｡|日大沢

村では三ツ沢において鉛山が開発されたのみであった。

秋田県鉱山誌6)によれば，秋田県における近世の開

発史を近世前期(天正期～元禄期）・中期（宝永期～文

政期）・後期（天保期～慶応期）に大別している。近

世前期における秋田県の鉱山は，白根・尾去沢・院内。

－72－

年 代

文永年中（1264～74）

慶長2（1597）

〃19（1614）

寛永8（1631）

延宝元（1673）

元禄12（1699）

〃15（1702）

〃16（1703）

享保元（1716）

〃4（1719）

〃16（1731）

〃20（1735）

元文年中（1736～40)

〃4（1739）

寛保元(1741)

〃2（1742）

宝暦11(1761)

明和4（1767）

安永4（1775）

寛政年間（1789～1800)

文化年中（1804～17）

文化14（1817）

明治5（1872）

'/6(1873)

〃7（1874）

'/8(1875)

'/12(1879)

*18(1885)

〃23（1890）

〃26（1893）

'/35(1902)

大正8（1919）

昭和10（1935）

おもな事項

太郎山（太良）鉱山開発

粕毛・谷地銀山開発

平鉛山「ふじこと石かねの儀ハ只今ハずり斗にて山ハ不立候」

平船山・鉛152091-150匁運上

矢植鉛山開発

粕毛・久多利沢鉛山（金子久左衛門稼）開発

粕毛・開翁滝銀山（九十郎受山・能代町細田東兵衛仕入）開発

平鉛山大坂屋請負、能代湊から院内銀山へ運送

置穴沢銀山（荷上場村・甚助受山）開発

藤琴・吉谷地緑青山（藤琴村・五郎八受山）開発

粕毛・小佐場内古鉛山（粕毛村・勘助受山）開発

久多利沢鉛山、粕毛・小東又沢（能代町長左衛門見立）両鉛山能代

町越後屋京右衛門受山

平鉛山・能代沖口出役鉛100貫目につき銀京目40匁

大沢･三ツ石沢鉛山(大沢村・徳兵衛稼）開発

粕毛･杉割沢鉛山（大坂屋受山）開発

粕毛･延田沢鉛山(上亀丁、板垣弥兵衛受山)開発

粕毛・小倉沢古鉛山(大沢村・嘉右衛門､藤琴村・七右衛門受山)､同
入山沢鉛山（東山・喜平治受山）開発

藤琴・オホキ沢見立朱山（荷上場村・四郎兵衛受山）開発

粕毛・不動沢鉛山（荷上場村・源吉受山）開発

平鉛山産出鉛鋤ﾛ護山にて製錬

藤琴川鉄砂（木村善兵衛）開発

粕毛・室谷鉄砂山開発

平鉛山直山となる

太政官布告「鉱山心得」

｢日本坑法」

平鉱山・小野組稼行、

平鉱山工部省直轄

工部省探鉱場に粕毛・藤琴村も指定

古河市兵衛、平鉛山を払下げ

｢鉱業条例」試掘区・借鉱区激増

能代・東雲製錬所創設

長場内・大日・小東又・八助・黒滝沢．下り沢など休業届提出

鉱業法

平鉱山休山

平鉱山再開

備考

寿山随筆

年数帳

政景日記

〃

年数帳

〃

政景日記

帳
帳

数
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃
″
〃
〃
〃
数
〃
〃

年
年

秋田県史

″
″
″

秋田県六種勧業別報

古河潤吉君伝

鉱山借区試掘書類控

秋田県鉱山誌

〃



借区開坑願からみた藤里町の鉱山

阿仁などの金・銀山の急激な発展・隆盛をみた時期で

あった。寛文年間（1661～72）には，各地に銅山が発

見・開発され，秋田銅の時代をむかえている。鉛山は

藩内には数ケ所あったが，太良（藤琴または平）・八

森がその中心で，元禄以降に大量に産出され，概して

鉛山の開発は金・銀に比して遅れた開発となっていた。

近世中期には,阿仁8山(阿仁・小沢・三枚・萱草・真

木沢．この又，一の又）や黒森・糠内など11山の銅山

の開発が促進され，宝暦4年（1754）には，現在の秋

田県だけで全国の御用銅の70％を占めていた。

安永3年（1774）には，加護山製錬所が設置され，

阿仁粗銅と太良鉛の結合による南蛮絞りによる銀の産

出・鋳銭が行なわれた。近世後期には，社会経済的混

乱や鉛価・米価の高騰などによる金・銀・銅鉱業は著

しく衰退し，県内では院内銀山を除く諸山の多くは体

・廃山するようになった。院内銀山では，冶金熔剤と

しての必要品である鉛を太良に依存してL､た。概し

て，鉱山の衰退がみ､られたが，一方では，国際的事情

もあり鉄鋼業・鉄鉱石の精錬に対する鉱業技術への関

心の高まった時期でもあった。

藤里町の鉱山開発につL､て，その開発年代をみると，

近世以前にすでに太良鉱山が開発されていたことが文

献上知られてL､る。太良鉱山沿革史によれば，「当山

の創業は大同年間（806～809）とも言い，或は文永年

間（1264～74）の発見とも言う」とあるが,西尾蛙次郎

の日本古代鉱業編には，「文永年間に羽後国太良鉱

山開坑云々」とある7)。また，杉原寿山著『寿山随筆』

には，「或説に、、う，御当領にして鉱山のはじめは藤

琴銀山，今の平鉛山なりといへり。但此山は古名太郎

山と称す。しかるゆえんのものは嫡子を呼んで太郎と

称すが如くこれ当初の鉱山なりとL、う。則秋田領にし

て最初の故ならんか。其年は文永中なりとか。」とあ

る。船遊亭扇橋著『奥のしおり』には，「八森太良

ハ至而古キ山にて平城天皇ノ大同二年(807）に開ケ候

Illにて有之候，それゆへ書附ケにも八森古銀山と有之

候よし…rとある。しかし，太良鉱山の創業年代は明

確ではない。

近世初期における藤琴銀1llについては梅津政景日記

に記録されている。慶長19年（1614）には，「ふしこ

とイiかねの儀ハ只今ハずり斗にてIllハ不立候問難成由

被仰候｣9)とあり，元和2年(1616)にはﾐ藤琴鉛山ミ'0)と

記述している。そして，寛永8年（1631）には「鉛壱

万五千弐百九貰五百匁ハ運上目｣'1)とある。年数帳には，

「当山は，御遷邦以前に出来，御国替以来相続致し，

元来銀山也。御奉行御付添，藤琴銀山と唱て，寛文之

末の項よりか鉛山に相成候。元禄十六年末年まで鉛山

にて，歌代庄兵衛・鈴木六右衛門受山致し候。大坂屋

にて仕入致候」（旧「秋田県史第三冊｣）とあり,銀山か

ら鉛山に変容した。元禄16年（1703）には大坂屋が請

負い，能代湊から院内銀山に鉛を移送している121

近世前期には，藤琴鉛山の開発のほかに，谷地銀山

（慶長2年）・開翁滝銀山（元禄15年．九十郎受山，

能代町細田東兵衛仕入）の2銀山と矢植鉛山（延宝元

年）・久多利沢鉛山（元禄12年・金子久左衛門稼）の

2鉛山が開発された。なお，久多利沢鉛山は享保16年

（1731）に能代町越後屋京右衛門受山となっている。

近世中期における藤里町の鉱山開発の多くは，享保

元年（1716）の置穴沢銀山．(荷上場村・甚助受山）の

開発を除いては鉛山がその中心であった。おもな鉛山

の開発年代は次のとおりである。

享保16年(1731)・小佐場内古鉛山,粕毛村甚助受山

・小東又沢鉛山,能代町長左衛門見

立,能代市越後屋京右衛門受山

元文年中（1736）・三ツ石沢鉛山，大沢村徳兵衛稼

-40)

元文4年（1739）・杉割沢鉛山，大坂屋受山

寛保元年（1741）・延田沢鉛山,上亀丁板垣弥兵衛受

山

寛保2年（1742）・小倉沢古鉛山,大沢村嘉右衛門・

藤琴村七右衛門受山

・入山沢鉛山,東山・喜平治受山

明和4年（1767）・不動沢鉛山,荷上場村源吉受山

享保4年（1719）には，吉谷地緑青山（藤琴村五郎

八受山），宝暦11年(1761)にオホキ沢朱山（荷上場

村四郎兵衛受山）が開発された。近世中期の後半には

藤琴川・粕毛川の流域において鉄砂の開発もみられた。

寛政年中（1789～1800)に木村善兵衛が藤琴川におい

て鉄砂を開発し，文化年中（1804～17）には粕毛村室

谷において鉄砂山の開発が進んだ。'3）

秋Ill県における近世中期の鉱業界は銅山の開発がそ

の中心であったが，安永3年に設置された加護山製錬

所の立地が，藤琴川・粕毛川流域における鉛山の開発
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と舟運による阿仁銅との結合，南蛮絞りなどの技術の

導入などが大きな要因となっていることなどから考え

あわせると，藤里地区における鉛山開発の意義は看過

できない。さらに，藤里地区におけるおもな鉱山の山

受（負）人・稼人・仕入人の多くは，地元藤琴村・粕

毛村・大沢村や荷上場村・能代町などの住民であったこ

とも注目せざるをえない。近世後期には金銀銅鉛山は

衰退し，休・廃止する鉱山が少なくなかったが,近世に

おける藤里地区の鉱山開発は，近世中期における林産

資源に恵まれた藤琴川・粕毛川流域の鉛山開発にその

特質が認められ，このような歴史的背景が明治期にお

ける当該地域の鉱山開発の背景となっているものと考

えられる。

2．明治初期の鉱山開発

明治維新にともない東北地方の混乱は，鉱業を一時

停滞させた。政府は，明治6年に一切の地下資源の政

府所有と採掘権の政府占有を規定した「日本坑法」を

制定し，官営の諸鉱山に多数の鉱山関係学者や技術者

を欧米から招き，鉱業の指導にあたらせた。明治7年

に，阿仁，荒川，院内，太良，川口・八森などの諸鉱

山と加護山製錬所は金融家小野組の手に帰したが，翌

年に設置された工部省は，鉱山の直轄の方針をうちだ

し鉱山寮分局を配し管理.･運営にあたった。明治8年

における小野組借区のなかで，太良・矢植鉛山，八森

銀山，加護山製錬所などの山本郡内における諸鉱山等

の景況は秋田県史・資料明治編上等に掲載されてし､る

のでここでは割愛する。

明治9年における県内の主要鉱山は，官行として，

太良（荒銅・荒鉛），八森（山吹銀），阿仁（山吹金

荒銅・荒鉛），院内(純金・純銀・山吹銀)，荒川（荒

銅），川口（荒銅），細地（荒銅），向山（山吹金純

金・純銀），明取沢（山吹金），玉川（砂鉄），小坂

（山吹銀），大葛（山吹金）などの諸鉱山であった。

私行には，尾去沢（山吹金・荒銅），小国（石油），

目名潟（石油），萱草（石炭），龍毛（油煙），玉川

（硫黄），藤琴（砂鉄），山谷川崎（荒銅・荒鉛）・

伊勢居地（石油），石野（山吹金・荒銅・荒鉛），高

松（硫黄），尾去沢（石炭）などであった14)

工部省は鉱産資源の開発のために探鉱場を指定した。

明治12年11月13日・乙107号では,南秋田,北秋田,山本

三郡に工部省の探鉱場を指定している15)そのうち，藤

里町においては，藤琴村本村，矢坂村本村，粕毛村本

村及び14ケ村を指定した。粕毛村本村以外の14ケ村は

次のとおりであった。粕毛村字真土村，同芳ノ沢村，

同下日陰村，同米田村，同谷地村，同室岱村，同嘉右

衛門岱村，同熊ノ岱村，同上中畑村，同端気付，同巻

村，同下巻村，同長場内村，同岩合村の14ケ村である。

Ⅲ明治中期における藤里町の鉱山

1．明治中期における秋田県の鉱山

明治20年における本県の鉱山借区は43鉱区であった。

その多くは，北秋田郡が10借区でもっとも多く，次い

で雄勝・仙北（各8借区),鹿角・南秋田（各6借区)，

山本郡（5借区）である。県北部で48.9％を占めてい

た。金属鉱山は32借区であった。南秋田郡は石油（2

借区),潅青（3借区）がその殆んどである。山本郡の

場合,藤琴村太良(銅･鉛鉱借区),塙村字小杉山(鉛鉱借

区),水沢村金山沢(鉛鉱借区)，同金沢(鉛鉱借区）八森

村四月平外三ケ所(銀鉱借区)の5借区が稼動していた。

試掘借区は全県6区で，うち山本郡では荷上場村古

布ノ沢外四ケ所（金銀鉱）のl借区のみである。

試掘願の提出中のものは全県14借区で，山本郡では

梅内村獄ノ内（金・銀鉱）と石炭3借区（岩館村横沢

・八森村太郎兵衛沢外1ケ所，同村鼻コクリ）である。

借区願・借区試掘願中のものが秋田県では7借区あ

ったが山本郡ではなかった。秋田県の借区及び開発途

上の借区は77ケ所に及んでいたが，山本郡では借区坑

業中5，試掘借区1，試掘願中4借区で藤里地区では

太良鉱山が坑業を営むのみであった'6)。

明治20年の鉱業一覧表17)によれば県内鉱業借区は82

借区で，借区人は39人となっている（県内27人，県

外12人)｡県内の借区人の借区が43鉱区あり，借区人1

人当り1.59借区である｡一方，県外借区人の場合（39借

区),1人当り3.25借区となっており,全県平均2.10借区

をはるかにしのいでいる（表5）。県外のおもな借区人

は，東京・古河市兵衛（借区数9）,岩手・瀬川安五郎

（同13),大阪・藤田伝三郎（同4),東京・杉本正徳

（同3），東京・長谷川芳之助（同2），東京・鉱業会

社など12人である｡一方,県内の場合，黒沢利八（借区

数7）,辻金五郎（同4），小野地徳之助（同3），池田孫

一（同3），荒谷桂吉（同2）,富谷松之助（同2）など

27人であった。
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表5出身地別借区人員及び借区数表4明治20年における秋田県の鉱山数

(｢六種勧業別報第14号｣により作成）

表6明治23年における山本郡の鉱山概況

(｢秋田県六種勧業別報第38号｣により作成）

山本郡では，藤琴村太良矢植(鉛）・水沢村水沢(鉛）

を東京府古河市兵衛，駒形村不動沢（土涯青）を黒沢

利八，八森村八森（銀）を杉本正徳，八森村鼻コクリ

（石炭）を佐藤多市が借区としていた。なお，鉱業一

覧表に製品出来高を記載している借区は59借区である。

明治22年12月現在において，本県において採鉱製錬

借区は72ケ所であった'8)。同23年3月における借区総

数が167,試掘借区372,合計539借区であった｡全体の

稼動率は13,4％にすぎず,借区のなかでも休業もしくは

計画中の借区が極めて多く，借区167中での稼動率は

43.1％であった。山本郡では，早口・藤琴村太良・矢

植（製錬高，鉛3万3374貫80目，銅5738貫414匁)，沢

目村水沢（金銀123貫168匁4分6厘),粕毛村長場内

（鉛2722貫400目，銀一）がともに東京府古河市兵衛

の借区とする坑業のみであった19）（表6）。太良鉱山

は古河市兵衛が明治17年に払下げを受けたもので，古

河は，さらに不老倉（明治20年）・水沢（同24年）な

どを買収し事業を拡張した。明治27年には，能代東雲

中央製錬所を建設し，東北地方の銀・銅鉱石を集中し

て製錬するなど諸鉱山の統一経営にあたった”)。
(｢秋田県六種勧業別報第九・十号｣により作成）
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の場合には日本坑法の鉱業出願自由裁量主義下の明治

20～22年に10件の申請があった。さらに，日本坑法が

改正された明治23年には，鉱業出願が11件と急増しピ

ークに達した。そして，明治25年までに資料上明確な

ものだけでも23件の申請があり，そのうちの20件の申

請が認可されている。一方，藤琴村においては，明治

24年に12件,同25年に8件の申請があり，その後は減少

した。粕毛村の多くは，日本坑法・改正日本坑法の施

行期間に申請・認可されているのに対して，藤琴村に

おいては，鉱業条例実施による坑法の鉱業自由主義

（許可主義）を契機とした申請が相対的に多い。概し

て，粕毛村の開発・申請・認可が藤琴村のそれよりも

早かった。

試掘鉱石は，粕毛村においては，銀鉛(10件),銀銅

鉛（7件）・銀（4件）・鉛（2件）・銅・金銀銅・

銀銅（各1件）で，その多くは鉛鉱・銅鉱である｡藤

琴村では，銀鉛（8件）・金銀（7件）・金銀(2件）

・金銀鉛・鉄・土油（各1件）であった。

借区申請人の出身地を借区ごとにふると，粕毛村の

場合，地元粕毛村居住者がもっとも多く延37人となっ

ている。次いで，常盤村（現能代市）3，大館町2，

八森村・能代港町・富根村（現二ツ井町）・藤琴村・

東京府各1人で総延数47人であった。藤琴村の場合，

地元藤琴村13人を筆頭に能代港町5，桧山町（現能代

市）3，長木村（現大館市）3，峯吉川村（現協和”

2，鵜川村（現八竜町）2，大館町・扇田村（現比内

町）・栄村（現膳巣町）・土崎港町・粕毛村・大沢村

（現藤里町）・新潟県の各1人で，総延数35人である。

その出身地別の構成比は，地元藤里町が42.9％（15人）

で，能代・山本28.6％，大館北秋17.1%,その他の県

内8.6％，県外2.9％となっており，地元・能代山本地

域で71.5%,県北部で88.6%を占めている。粕毛村の

地元出身者の占める割合（78.7％）にくらべて極めて

多様であるが，県北部に集中している。粕毛村・藤琴

村いずれにおいても県外出身者の占める度合は極少で

ある。

‘1借区当りの申請人についてみると，粕毛村の場合

27件の申請に対して実人員23人で平均1.17人である。

申請人1人の借区が10借区で.2人共同借区15,3人

共同借区1，4人共同借区1となっている。一方.1

申請人の申請借区数をみると1借区のみの者が16人で

表7明治中期における借区人一明治22年一

※（）内は複数借区，（｢秋田県六種勧業別報｣第38号により作成）

この頃の本県における坑業借区人は，県内借区人44

．8％で，県外資本による経営が55.2％で過半数を占め

ていた。郡別借区数と借区人員は表7のとおりである。

2．借区開坑願からみた藤里町の鉱山開発

明治20年代には全国的にみても鉱山借区開坑願が激

増した。明治23年の日本坑法の改正によって鉱業出願

が先願主義となり，また，同25年に実施された鉱業候

例は，坑法の鉱業専有主義を鉱業自由主義（許可主義）

とし借区開坑願は続出した。

藤里町においては，鉱山借区試掘書類控によれば，

その申請件数が49件（粕毛村27件，藤琴村22件）にも

及んだ。その借区試掘申請一覧は表8．9に示したと

おりである（図4．5)。

鉱山借区試掘申請の時期（表10）をみると，粕毛村 ‘1

ｌ
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１
１

願
秋田

雄勝

平鹿

仙北

河辺

由利

南秋田

山本

北秋田

鹿角

県計

岩手

福島

東京

大阪

~丘
ヂナ、 庫

佐賀

県外計

総計

実人員

雄
勝
郡
2

(1）

1

1

1

2

(1)

7

(2)

1

5

(1)

6

(1）

13

(3）

9

仙

北

郡

1

8

9

6

(2）

3

1

l(）

(2）

19

(2）

9

由
利
郡

1

2

3

3

3

南
秋
田
郡

1

5

6

2

2

8

4

山
本
郡

5

(2)

5

(2）

5

(2）

1

北
秋
田
郡

2

ワ
ム

2

5

(1）

７
０

(1）

9

(1）

6

鹿
角
郡

1

1

7

(4）

3

4

(2）

14

(6)

15

(6）

5

Ｉ
Ｔ
一
言
口

5

(1）

1

1

9

4

(1）

5

2

1

28

(2）

1b

(6）

1

１
１
２
は

4

(2）

2

1

44

(12

72

(14

37



借区開坑願からみた藤里町の鉱山

表8粕毛村における借区試掘申請一覧

(｢借区開坑願｣により作成）
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位
置

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

申
圭
覗 人

J

K

0

Ａ
Ｂ

Ｇ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
r、
L二

Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

H

1

Ｊ
Ｋ

Ｊ
Ｋ

』

K

j

K

N

Ｊ
Ｋ

J

K

M

p
』

Ｅ
Ｏ
》

Ｊ
Ｋ
Ｒ

N

S

T

U

V

W

Ｆ
Ｈ

』

J

K

居住地

粕毛村

東京府

常盤村
〃

粕毛村
〃

〃

〃

常盤村

粕毛村
〃

″
″

″
″

″
″

″
″

″
″

〃

〃

″
″

″
″

〃

〃

″
″

″
″

大館町

粕毛村

大館町

藤琴村

富根村

八森村

能代港

粕毛村
〃

〃

″
″

身分

平民

〃

平民農

〃

″
″
″
″

〃

″
″

″
″

″
″

″
″

″
″

″
″

〃

〃

″
″

″
″

〃

〃

〃

〃

″
″

士族

平民農

〃

平民商

平民

〃

平民商

平民商
〃

〃

″
″

借区・鉱区字名坪数

長場内・杉淵沢3704

長場内沢字金山ノ沢14290

鹿瀬内沢下り沢4950

エポシ・棚木沢・金喰沢・割沢一

サンガ沢・コガ沢一

ヤケン沢・熊遊沢・マタギ沢・白石沢・折戸ノ沢・

大 立又沢一

ホリ沢・向折戸ノ沢・善助沢10800

上不動沢・下不動沢・サルカセ沢・秋山沢・矢ノリ沢

小 東又沢2275

カバ沢・ワリ沢・赤倉・アニカ沢・白'､ケ・上下マ143543

ﾄ沢･大倉沢･ﾀｷ沢･兵二郎･深沢･清六

小倉沢・赤倉沢・清六沢・滝ノ沢・アニカ沢・上下1500

マ.卜沢・白ハケ

赤岩沢・黒滝沢一

八助沢・黒滝沢10015

大日．2000

十文字沢・大日沢・小東又沢・赤石沢・下タリ沢一

矢坂岩本沢他8ケ字5000

長場内沢長松滝他6ケ沢7000

’
杉淵沢ホオノ木沢・下淀口沢・上淀口沢5000

鹿瀬内沢天池6666

上谷地一

白ハケ．上マト・下-マト・アニカ沢36944

サンガイ沢・コガ沢50000

サンガイ沢・コガ沢

十文字沢150000

杉淵沢・鹿瀬内沢（割沢・十文字沢・一ノ又沢,)591375

長場内金Ill沢2の鉱区譲受14290

一ノ又沢・東又沢

試掘鉱石

銀銅鉛

鉛

銀銅鉛

銀・鉛

銀

銀・鉛

銀銅鉛

銀・鉛

銀・鉛

銀銅鉛

銀銅鉛

銀銅鉛

銀銅鉛

銅

銀・鉛

金銀銅

銀・鉛

銀・鉛

銀

銀・鉛

銀

銀

銀・鉛

銀・鉛

鉛

銀・鉛

申請年月日
認可年月日

明治20．3．23

22．1．9

20．9．5

20．12．25

21．8．7

22．12．23

22．8．23

22．10．20

22．9．28

23．10．20

23．1．31

24．6．2

23．2．4

24．10．15

23．2．4

23．10．7

22．8．23

23．4．9

23-1-31

23．3．20

23．2．8

23．3．19

21．8．25

22．12．23

22．9．14

22．10．21

21．8．9

22．7．23

23．7．25

24．1．20

23．7．24

24．4．8

23．6．26

24．3．30

23．7．18

22．12．19

23．6．19

23．10．3

24．11．20

24．12．22

26．3．1

27．4．11

24．3．26

22．8．23

22．10．29



益子清孝

表9藤琴村における借区試掘申請一覧

I

(｢借区開坑願｣により作成）
ｉ
‐
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

l申請人1借区の比率は粕毛村69.6％，藤琴村79.3％

であるが，粕毛村では1申請人の申請借区数の較差が

極めて大で,1人で10～11借区に及ぶ者もおり，その

多寡が極めて顕著である。概して,1申請人1借区の

形態が卓越している。これは，資本者と事業者が同一

人であり，その分任形態をとるまでにはいたっていな

いことを示している。

借区開坑申請人の実数は，粕毛村借区では23人，藤

琴村借区29人，計52人である。藤里町地元居住者が全

体の51.9％（27人）を占め，秋田県北部の能代市・山

2借区以上に申請している者が7人となっている。2

借区が5人，10借区・11借区に及ぶ者が各1人となっ

ている。一方，藤琴村の場合，22件の申請に対して実

人員29人で1件当り平均1.32人である。申請人1人の

借区が13で.2人共同借区5,3人共同借区4となっ

ている。1申請人の申請借区数は，1借区のみの者が

23人で，2借区の者が6人となっている。1借区l申

請人の比率は粕毛村37.0％，藤琴村59.1％となり粕毛

村が相対的に共同申請の比率が高い。共同申請の場合

でも，そのほとんどが2～4人の共同となっている。

Ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｉ
ｌ
ｌ
‐
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位
置

1

2

3

4

頁
〉

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

申請人

A

B

C

Ｄ
Ｅ
Ｆ

Ｇ
Ｈ

I

J

K

L

M

N

Ｏ
Ｐ

Q

Q

R

Ｓ
Ｔ

U

V

Ｅ
Ｖ
Ｗ

X

Ｙ
Ｚ
Ｄ

ａ
○
ｂ

C

Y

R

居住地

藤琴村

大館町

長木村

藤琴村
″
″

″
″

″
″
″

扇田村

栄村

藤琴村

大沢村

粕毛村

能代港

〃

鵜川村

長木村

〃

桧山町

能代港

藤琴村

能代港

桧山町

能代港

峰吉川

藤琴村
〃

土崎港

新潟県

桧山町

峰吉川

鵜川村

身分

平民農

〃

士‘族

平民

″
″

平民

〃

〃

〃

〃

平民農

平民商

平民商

平民農

士族

平民

平民農

平民

〃

〃

〃

借 区・鉱区

早飛沢・大石沢・子バノ沢

中高石沢

大砂崩（タダラ沢他5ケ字）

黒石又（カタリ山沢他5ケ字）

蛤

湯之沢・滝之沢・西之沢

寺沢西又・置穴沢

白石又・バンカク沢他5ケ字

萩ノ子岱

飛沢・子バノ沢他2ケ字

大沢・ニノ又・東又・西ノ又・突込沢・高石沢

4の鉱区譲受

葛原・小滝沢・高落・反岩・カド沢

3の鉱区譲受

大沢字滝ノ沢・出口他5ケ字

1の鉱区譲受

白石又

アイトリ沢・ヤマサ沢・白石又・ニゴリ沢・バンガク沢．
朝口沢・桧原沢

大砂崩（クラノ沢他）

小比内東又（タカノコ・サンヒアケ・上タカノコ・ヤケヤーマ）

相取沢ノ内白石又沢

早飛沢．（大石沢・銀八沢）

白石沢（濁沢）

17の鉱区譲受

試掘鉱石

銀・鉛

土油

金・銀

銀

銀

鉄

銀・鉛

金銀銅

銀

銀鉛

金・銀

銀

銀・鉛

銀・鉛

銀・鉛

銀

銀

銀

銀・鉛

銀・鉛

申請年月日

明治24．5．2

25．5．12

24．6．1

24．6．5

24．6．30

24．7．1

24．7．18

24．7．29

24．8．22

24．8．30

24．12．5

25．1．26

25．3．13

25．3．21

25．6．2

25．7．1

25．7．1

25．9．18

24．12．16

26．2．10

24．9．30

27．6．6



借区開坑願からみた藤里町の鉱山

図4明治中期における試掘開坑借区一粕毛村一（数字は借区申請一覧番号）
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借区開坑願からふた藤里町の鉱山

本郡・大館市・北秋田郡を含めると92.3％（48人）と

なる。県外出身者は2人（3.9％）にすぎない。粕毛

村の借区の場合，地元粕毛村居住者が56.5％（13人）

を占め，能代市（能代港町.1，常盤村3）,二ツ井町

（富根村1）・八森町（八森村1）・大館市（大館町

2）の出身者が34.8％（8人）となり，両者を含める

と95.7％で県外出身者が1人だけである。藤琴村の借

区では，藤琴村の居住者が37.9%(11人）で，能代港

町（3人）・桧山町（3人）・鵜川村（1人）・大館

町（1人）・長木村（3人）・栄村（1人）・扇田村

（1人）など米代川流域の出身者が44.8％（13人）を

占め，両者と藤里町の粕毛村（1人・大沢村1人）

を合せると89.7％（26人）となる。県内では，土崎港

町・峯吉川村と新潟県各1人となっている。これらの

借区開坑申請人の出身地別人員は表11に示したとおり

である。借区開坑願の申請人の多くは農業関係者で，

そのほかに士族3人（粕毛村借区～大館町1人，藤琴

村借区～能代港町・長木村各1人),商人3人（粕毛村

借区～能代港町・藤琴村各1人，藤琴村借区～能代港

町1人）がいた。

これらの借区開坑申請人の資産状況（耕地・宅地・

山林原野・家屋・山林・株券など）を粕毛村借区にお

いて資料上確認できたもののみを整理したのが表12で

ある。

土地の所有規模で60町歩以上の大土地所有者が1人

で，10～20町歩規模3人，5～10町歩3人，3～5町

歩2人，1町歩以下が1人となっている。評価額の平

均が約1,070円で,5,000円以上1人,1,000～2,000円

5人，500円～1,000円が3人,100～500円が3人,100

円未満2人となっている。山林所有は,14人中5人で

最も評価額の高い常盤村の申請人は杉5万本（評価額

7,500円)を有し,同じく常盤村の出身者は評価額3,750

円（栗1万本，杉5,000本）となっている｡粕毛村の居

住申請人のなかでは杉・雑木所有者が3人おり，その評

価額は500～700円となっている。これらの資産規模か

らして共同申請をなしている借区においても資本者と

事業者との分任の形態をとることは極めて困難であっ

たと考えられる。

3．坑業見込書からみた粕毛地区の鉱山開発の動向

粕毛地区における借区開坑願の坑業見込書によって

おもな借区（20借区）の鉱脈・掘採法・掘採高・差向

表10年次別借区申請・認可件数

(｢鉱山借区試掘書類｣により作成）

表11借区開坑願申請人の出身地

－81－

明治20年

創
鹿

23

24

濁
妬
”

不詳

計

申請件数

粕毛村

件二

２
３
５

11

2

１
１

2

27

藤琴村

侭二

12

８
１
１

22

＋
Ｉ

一
言
回

件：

２
３
５

11

14

８
２
２

2

49

認可件数

粕毛村

1

8

件

５
６

7

27

藤琴村

件

備考

明治6年発布日

本坑法による鉱

業出願自由裁孟

主義

改正日本坑法に

よる先願主義

鉱業条例実施に

よる鉱業自由主

義(許可主義）

雷葱---～達
藤
里
町

県
北
部

の
県
内

そ
の
他

県
外

ロ４口
Ｉ

一
言
ロ

粕 毛村

藤琴村

大沢村

小計

能
代
市

二ツ井町

八森町

八竜町

大館市

匿巣町

比内町

小計

土崎港町

峰吉川村

小計

東京府

新潟県

小計

能代港町

常盤村

桧山町

富根村

八森村

鵜川村

大館町

長木村

栄村

扇田村

粕毛借区

13

1

(14）

1

3

1

1

2

(8）

(0）

1

（1）

23

藤琴借区

1

11

1

(13）

3

3

1

1

3

1

1

(13）

I

1

rワ1
、竺ﾉ

1

(1）

29

・○４
●
’

三
一
画

14

12

1

(27）

4

3

3

1

1

1

3

3

1

1

(21)

1

1

(2）

1

1

(2）

52



益子清孝

表12借区申請人とその資産

坑穴，鉱物の含有量・製錬法，木材・薪炭材の需給，

資本金および見込予算，使役人などから鉱山開発の動

向をみてゑる。

鉱脈・掘採法・掘採量・差向坑穴

鉱脈の方位・位置が明確な借区が20借区のうち13借

区で，7借区では一定鉱脈をもたない条件での開坑を

見込むものであった。鉱脈の幅員は2寸～4尺にいた

る多様なものであった。幅員2尺以上の鉱脈が3借区

1尺～2尺未満が6，1尺未満が3借区である。

掘採法は，鎚繋・鶴噴・手鉄などによる発破が支配

的で極めて在来的である。したがって，切延も1日に

つき2尺程度である。1日の堅石の掘採量は1000貫

以上が6借区，500～1000貫未満が5借区,100～500貫

未満が6借区,100貫未満がl借区となっている。差

向坑穴は，幅が3～4尺で，高さを5～6尺としてい

る。坑穴の規格に3型があり，幅3尺・高5尺のもの

が6借区，4尺×5尺が4借区，4尺×6尺が7借区

なっている（表13)。

なお，一定鉱脈をもたない借区は，借区位置ナンハ

ー5．6．8．16．17．18．20で，粕毛川の最上流部

及び中流部と谷地長瀞，矢坂地区となっている。これ

らの借区では，1日あたりの堅石掘採量が1000貫を見

込むか，極めて少量かである。しかも，掘採量及び差

向坑穴の規格が記載されていないものもあり，また，

借区申請人の資産の規模も相対的に低額な者が多く，

坑業見込みにおいて，その計画性に欠けると考えられ

るものがある。

鉱物の含有量・製錬法

含有量・製錬法を明示している借区は，借区位置ナ

ンバー2．3．9．11．13．14の6借区にすぎない

－82－

申
請
人

A

B

C

，

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

0

P

Q

R

S

T

U

V

W

居
住
地

常盤村

〃

〃

粕毛村

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

東京府

粕毛村

〃

大館町

〃

藤琴村

富根村

八森村

能代港町

身
分

平民農

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平民

平民農

〃

士族

平民農

平民商

平民農

〃

平民商

土 地

(耕宅地山林原野）

面積

(町・反・畝・歩）

8．5．0．0

5．7．2．7

6．5．0．0

1．8．25

3．5．5．28

不 詳

〃

11．4．9．18

3．6．9．11

61．2．7．22

13．1．8．17

不 詳

18．0．2

12．0．4．8

不 詳

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

価 格
(円・銭・厘）

1125．0．0

1040．44．2

1221．35．6

12．7．7

451．6．7

708．60．4

1121．65-2

980．19．3

293．29．9

5350．69．2

1717．65．4

81．9．2

110．30．2

776．31．3

不 詳

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

家 屋

棟
数

2

2

2

1

2

1

3

2

2

2

不詳

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

価格
(円）

500

500

420

250

350

400

500

250

700

500

150

300

500

不詳

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

山 林

立木(本数）

杉5万本

万
千
１
５
栗
杉

杉雑木8千

同5.5千

杉雑木1万

不詳

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

価格(円）

7500

3000

750

700

500

500

不詳

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

その他

能代忠国社
株券1枚10円

〃

株券2枚20門



借区開坑願からふた藤里町の鉱山

図6粕毛村借区図一明治23年一

表13鉱脈および掘採法・掘採高

(｢坑業見込書｣により作成）

－83－

位
置
1

2

3

4

5

6

ワ
ー

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

坑
業
人

J・K

○

A・B

７
Ｊ
Ｉ
］

Ｇ
Ｋ

C

D・E

F・C

H・I

1K

J・K

J・K

J・K

N

J・K

J・K

M

P

E・Q

J・K

N

鉱物

銀銅鉛

鉛

銀銅鉛

銀・鉛

銀

銀・鉛

銀銅鉛

銀・鉛

銀・鉛

銀銅鉛

銀銅鉛

銀銅鉛

銀銅鉛

銅

銀・鉛

金銀銅

銀・鉛

銀・鉛

銀

銀・鉛

鉱 脈

方位・位置

南北N40．04'
E0．02'

45.の鉱線及
東死誠胃脈一線

二二条0．～180口

90．～270

90。

一定鉱脈ナシ

一定鉱脈ナシ

225°

一定鉱脈ナシ

一条
EW一線45.

225。

鉱線一条セス

EW鉱脈線90.

270°

60。

一・条
EW70｡

90°

一定鉱脈ナシ

一定鉱脈ナシ

一定鉱脈ナシ

90。

一定鉱脈ナシ

幅員

1尺.6寸

2～4

1.0内外

2．0

2．0

0．2～0．4

1．5

0.8～2．0

1．5

4．0

0．4～().7

1．5

1．0

掘採法・掘採量

掘採法

鎚堅発破
人工発破

切延2尺/／日

鯉職・手鉄

発破10尺/／日

鎚撃発破

鶴噴・手鉄

鎚繋発破

鎚撃発破

和法穿繋

人工発破
切延2尺／日

鎚撃発破
‘人工発破

切延2尺／日

鎚撃発破

鰹転・手鉄
発破20尺/／日

人工二発破

切延2尺／日

鎚整発破

鶴噴・手鉄

鎚繋発破

〃

〃

和法掘採法

堅石／日

1100"

100

150

1000

20

1000

1000

100

500

800

500

300

100

800

150

1000

1000

500

差向坑穴

(幅×高）

3×5尺

4×6．6

4×6

3×5

3×5

4×5

3×5

4×6．6

3×5

4×6．6

3×5

4×6

4×6．6

4×5

4×6

4×5

4×5

3×5



益子清孝

表15官林払下げ用材（申請本数）表14含有量と製錬法

(｢坑業見込書｣により作成）

（表14)｡素鉱10貫目あたりの銀含有量は3～7匁もし

くは微量を見込む程度である。銅では，ナンバー13は

2貢300匁となっているが，ほかは300～500匁，もし

くは微量となっている。鉛の場合は200～600匁となっ

ている。これらの借区は，長場内沢字金山ノ沢や鹿瀬

内沢下り沢，小東又沢，八助沢，小倉沢など藩政期に

おいてすでに開発されていた鉱山でもある。

製錬法（5借区のみ）は，塩湯沈澱法の従来の和式

製錬方式をとり水車・木製樽・桶などを用い，将来，

洋式製錬法の導入を見込んでいる。製錬法を明記して

いる申請人の資産をみると，いずれも相対的に土地評

価額が高く，山林の所有評価額の高い者で占められて

いる。東京府の古河市兵衛も含まれており，また，県

会議員佐々木安太郎や小山利助などの粕毛村居住者，

常盤村出身者などである。

木材・薪炭材

坑業見込書に記されている坑業に用いる木材ならび

に薪炭材については，そのほとんどが官林払下げ用材

を見込んでいる。木材では，杉材が中心で100～250本

の払下げ用材で充当しようとしている。薪炭材も同様

でナラ材1000～2000本の払下げを見込んでいる。なか

には，木材．薪炭材として雑木150～500本を予定して

いる者も少なくない(表15)。当該地域は，藩政期から

すでに林産資源にめぐまれていたし，明治期には国有

化されたものの借区地周辺の官林に恵まれ，官林払下

げによる方法が容易であった。しかし，一定鉱脈をも

(｢坑業見込書｣により作成）

っていない借区においては，資産の評価額も低く，ま

た，製錬部門をもたない借区においては，雑木の払下

げを求めるにすぎず，また，常盤村の出身者（杉・栗

などの立木を所有）も雑木の払下げを見込でいた。概

して，用材の立木は，そのほとんどが借区及びその隣

接地に求めていた。

資本金・見込予算

各借区の資本金は400円～1万円とかなりの格差が

ある。1万円以上l借区，5千円～1万円が5借区，

千円～5千円未満が5借区,500円～千円未満が6借

区,500円未満が2借区となっている。平均2,320円と
なっている。

開坑着手後1ヶ年の見込予算を明示している借区は

わずかに6借区にすぎない。それらは，製錬法を明示

している借区と一致する。6借区中，黒字経営を見込

んでいるものが借区位置ナンバー3と13である。ナン

バー3の場合，銀銅鉛売払代6，700円に対して支出総

額5,000円（採掘費1,500円，製錬費2,500円，雑費

－84－

位
置

2

Ｑ
Ｊ

9

11

13

14

借
区
人

0

A･B

J-K

J･K

N

J･K

含有量
(素鉱10貫当り）

銀

微量

3匁

微量

微量

7匁

微量

銅

匁
500

微:量

貫匁
2.3冊

匁
300

鉛

11

200

200

300

400

600

ザ

掘採量

(1日当り）

100

閲

150

100

800

300

100

製錬法

和式製錬

塩湯沈澱法

従来の

習慣法

塩湯沈澱法

従来方式

備考

洋式製錬
将来見込

木
を
・
桶
車
樽
水
製
使用

洋式製錬
法将来見

込

水車・木

製樽桶を
使用

洋式製錬
法将来見

込

位置

1

2

ｎ
ｏ

4

5

6

ワ
ー

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

坑業人

J・K

0

A・B

宮
Ｊ
１
』

○
Ｋ

C

D､・E

F・G

H・I

J・K

J・K

JK

J・K

N

J・K

J・K

M

P

EQ

J・K

N

用 材

木材

杉100本

不詳

雑木500本

杉200本

不 詳

雑木500本

官林100本

雑木300本

杉．200本雑木1000本

杉100本

杉200本雑木2000本

杉100本

雑木500本

杉200雑木1000本

杉100本

杉250本雑木500本

雑木200本

雑木150本

杉100本

杉・雑木150*

薪炭材

ナラ100本

ナラ2000本

ナラ1000本

ナラ1000本

ナラ1000本

ナラ1000本

ナラ1000本



借区開坑願からみた藤里町の鉱山

資本金および見込予算 使役人員表16 表17

着手後1年間の予算(見込口

(｢坑業見込書｣により作成）

夫336人（45.4％）て｡，製錬工は48人（6．5％）にす

ぎない。そのほかは，留工夫3人で，道路工夫・建築

職工は4借区で臨時雇で充当することとしている（表

17)。

製錬工をかかえる借区は，わずか6借区（借区位置

ナンバー，2．3．9．11．13．14）で，その人員は

5～15人となっている。製錬工の､､る借区以外のほと

んどの借区は，坑夫と雑役夫を見込むのみ､で，その経

営において，売鉱を主体とするものも考えられる。し

かし，鉱山の経営条件からして，借区開坑願の主旨が

坑業の現実的運営を目的としたかどうか更に検討して

みる必要がある。なお，製錬法や製錬工などの規模か

らして，テクノクラート集団などの鉱山経営における

基本的要素は稀薄なものであったと考えられる。

4．おもな借区の開発とその動向

く長場内沢字金山沢の場合〉

試掘申請年月日明治20年9月5日

試掘認可年月日明治20年12月23日（注1）

(｢坑業見込書｣により作成）

1,000円）で黒字予算を組んでいる｡ナンバー13の場合

3,000円の黒字をみている｡一方，ナンバー2．9．11

・14の借区が赤字見込予算となっている。見込予算を

計上してL､る借区は，ともに資本金5,000円以上の借

区である（表16）。なお鉱業条例では，鉱区税として

借区1,000坪につき年30銭（日本坑法では,500坪につ

き年1円）を納入することになっていた。

使役人

総使役人数100人以上を予定している借区は，わず

かに1借区の承である。使役人10人台3借区,20人台

2，30人台8，40人台3，50人台2，60人台l借区と

なっている。1借区平均37人となっている。平均以下

の借区が20借区中14借区で70％を占めている。20借区

の使役人740人のうち，坑夫353人（47.7％），雑役

－85－

位
置
借区人 資本金

1

2

3

4

5

6

ワ
〃

8

Ｑ
〕

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

J・K

0

A・B

Ｊ
Ｌ

Ｇ
Ｋ

C

D・E

F・G

H・I

J・K

J・K

J・K

J・K

N

J・K

J・K

M

P

E・Q

J・K

N

1000円

6000

5000

1000

1200

700

800

1000

5000

400

5000

400

10000

5000

1000

500

650

700

700

含銀荒鉛代金

2000円

銀銅鉛売払代
6700円

含銀荒鉛代価
1800円

含銀銅荒鉛代価
1900円

銀銅鉛売払代
13000円

含銀荒銅代価i
1800円

諸経饗4200円

採掘費l別Ⅲｴ］製蔑曾2知円
雑甜1M円

諸経費3400

諸経費3500円

採掘贋2印0円製錬澱5知円
雑衡2町)P1

開坑他の経費3400円

収入 支出

位
侭

1

2

3

4

5

6

ワ
』

8

Ｑ
Ｊ

1(）

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

借区人

J・K

0

A・B

ｊ
Ｌ

Ｇ
Ｋ

C

D・E

F・G

H・I

J・K

J・K

J・K

J・K

N

J・K

j・K

M

P

E・Q

」・K

N

坑夫

100人

12

7

30

3

10

20

15

12

10

10

10

13

12

40

10

10

10

15

4

製錬工

人

5

13

5

5

15

5

留工夫

人

1

2

道路工夫

建築職工

人

臨時雇

臨時雇

臨時雇

臨時雇

難繊壷|”
15人

30

15

20

11

20

10

30

20

5

15

反
り

25

20

20

15

20

20

10

10

115人

47

36

50

14

30

30

45

37

15

30

15

55

37

60

25

30

30

25

14
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’

横四尺以上二開撃シテ之レニ木鉄道ヲ布設シー日ノ

切延約試尺開進ノ見込

一、運搬ノ便否

右ハ採譲処ヨリ製煉処迫約訟丁製煉所ヨリ粕毛川端

造大凡壱里証丁ノ間二新道ヲ開茎シテ牛馬ノ運搬ヲ

開クヘキ見込

一、使役人員

右ハ差向坑夫拾煎人製煉夫五人雑役夫三拾人ヲ使役

シ其他道路開通諸建築ノ職工人夫ハ臨時募集ノ見込

一、着手ノ期間

右ハ許可ノ上直チニ開坑二着手ノ見込

一、資金額及諜算

右ハ坑業二支塀スヘキ資金額約六千円坑業着手後一

ケ年諜算額収入ノ含銀荒鉛代償金弐千円ニシテ開坑

其他支出経費金四千式百円ノ見込

試掘人

試掘鉱物

借区坪数

鉱業中止期間

東京府古河市兵術

鉛

14,290坪

明治26年5月28日～同27年4

月30日

明治27年3月29日
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鉱業再稼行届年月日

（注1）：明治24年3月26日に粕毛村佐々木安太郎

に譲渡した。

長場内鉱山の開発は古く，享保16年（1731）以来，

寛政8年（1796）にわたり小佐場内古銀山の名称で稼

行されていた。粕毛村・勘助の受山であった2')。安政

年間には，長場内村銅屋で鉱石を手吹した。明治18年

（1885），東京府日本橋区瀬戸物町・古河市兵衛の操

業となり，800人余の鉱夫が入山し,銀・鉛・銅鉱を産

出し，製錬を行った22)。

明治20年9月5日，古河は長場内小字金山沢官地の

借区開坑願（代理人･北秋田郡銀山町番外三拾番地･賢

沢起作）を提出している。同年12月25日に農商務大臣

伯爵黒田清隆の認可を得ている。その際に提出された

坑業見込書は次のとおりである。

坑業見込書（原文縦書）

一、坑業二用ル木材井薪炭

右ハ山本郡粕毛村字長場内鉛山近傍井二杉淵沢官林

ヨリ挑下伐採ノ見込

一、坑業二用ル地処

右ハ坑口水抜道路木土積場土砂棄場詰処作事場洗磯

場錆鍍場其他ノ敷地ハ山本郡粕毛村字長場内鉛山金

山津ヨリ長場内津落合迫ノ官有地借用ノ見込

一、鑑脈方位井幅員

右ハ方位東西ノ磯脈一線四拾五度ノ鱗線一峰アリテ

幅員ハ試寸ヨリ四寸迫トス

ー、談物ノ分量井掘採高

右ハ鉛鑑物ニシテ素砿拾貫目二付鉛砿弐百目内外卜

微量ノ銀鑑ヲ含有セリ差向採掘1日二至ラハー日凡

百貫目ヲ掘採スル見込

一、製煉法

右/､最初創業ノ場合二於テハ従来ノ習慣法ヲ用上追

而将来大盛ノ上ハ洋式ヲ以テ製煉ノ見込

一、掘採法

右ハ普通ノ人工発破ヲ以テ差向二坑道ヲ竪六尺六寸
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右今般山本郡粕毛村字長場内津二於テ鉛鎖借区出願候

二付御許可ノ上ハ前記ノ見込ヲ以坑業可致候也
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東京府日本橋区瀬戸物町七番地

平民古河市兵衛代理

北秋田郡銀山町番外三拾番地

平民責津起作印

明治二十年九月五日

ｌ
蝋
Ｉ

秋田豚知事男爵青山貞殿

ｉ
ｌ
Ｉ

明治21年1月11日付の仮坑区券によれば，鉛鉱場1

万4,290坪となっている。坑区税は500坪につき1円で

あり，28円58銭であった。明治23年12月25日に古河は

粕毛村．佐々 木安太郎に借区譲渡のための借区譲渡願

を提出している。佐々木安太郎は用地60余町歩を有す

る素封家で，明治8年に戸長，同12年に県会議員とな

っている。また，同氏は，長場内鉱山の事務員でもあ

った。かくして，金山沢の借区は地元人の開発にゆだ

ねられることとなった。しかし，秋田県鉱山誌によれ

ば，2～3年の経営の間，亜鉛鉱を産出したが休山し

た。明治26年5月28日より同27年4月30日までの鉱業

中止届が提出されている。明治27年3月29日に再稼行

届を提出しているが，経営の実態は明らかでない。な
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借区開坑願からみた藤里町の鉱山

お，秋田県鉱山誌によれば，後に，工藤慶一郎，佐々

木福松を経て忙川耕一ほか1人の所有となり休山した。

<鹿瀬内沢字小東又沢の場合〉

試掘申請年月日明治22年8月23日

試掘認可年月日明治23年4月9日

試掘人粕毛村佐々木安太郎桂田

忠兵衛

試掘鉱物銀鉛

借区坪数2,275坪

鉱業中止期間明治26年5月28日～同27年4

月30日

鉱業再稼行届年月日明治27年3月29日

なお，藩政期における小東又沢鉛山について，

帳には次のように述べている

小東又津鉛山

一､小東又津鉛山麓胤蕊溌勝
久多利濯山は元禄十二年見立
にて，金子久左衛門相稼候

来亥・子・丑三今年・小東又津両

所受山。

雛豊京右衛門
享保十五成年十二月十一日，甚

右衛門

丑十一月返上

来午・末・申東又津とも受山

簡毛胤太郎八
元文二巳年十二月十八日，左兵衛

末五月返上

戊年より入山津受山。但し

年限不知。

東山喜平治

寛保二成年不知月日

○

寅・卯・辰三今年受山，運上金壷

歩掛切上納

饗喜兵衛
天明二寅年九月十九日，又太郎

巳正月返上

寅・卯・辰三今年受山，金萱歩掛

切鉛十貢文替，

年数

糖鳶村伊太郎

寛政六寅年壬十一月十四日，御勘

定所

寛政七・八年頃伊三郎受山，同

八年九月，願付，成田儀兵衛へ

譲山に相成

丑・寅・卯三今年受山，金壷歩掛

切上納。但，出鉛普請料とも十

五〆文替

粕毛ｵ吹兵衛

文化十四丑年四月二日，御勘定所

延宝年中，銀山にて開候，

坑業見込書

一、坑業二用ル木材井薪炭

右ハ山本郡粕毛村字鹿瀬内ノ内小字小東又沢鉛山近

傍井ニマダヘクリ沢官林ヨリ排下伐採ノ見込柴数杉

木弐百本雑木千本

一、坑業二用ル地所

右ハ坑口水抜道路木土積場土砂棄場詰所作事場洗砿

場錆鍍場其他ノ敷地ハ山本郡粕毛村字鹿瀬内鉛山小

東又沢ヨリ粕毛務沢ノ落合迫ノ官有地借用ノ見込此

反別弐反六畝弐拾歩

一、鍍脈方位井幅員

右ハ方位東西ノ鑑脈一線四拾五度ノ鍍線一峰アリテ

幅員ハ弐寸ヨリ四寸迫トス

ー、鍍物ノ分量井掘採高

右ハ鉛鍍物ニシテ素砿拾貫目二付鉛鑑三百目内外卜

微量ノ銀砿ヲ含有セリ差向採掘ノ日二至ラハー日凡

百貫目ヲ掘採スル見込

一、製煉法

右ハ最初創業ノ場合二於テハ従来ノ習慣法ヲ用上追

而将来大盛ノ上/､洋式ヲ以テ製煉ノ見込

一、堀採法

右ハ普通ノ人工発破ヲ以テ差向二坑道ノ竪六尺六寸

横四尺以上二開撃シテ之二木鉄道ヲ布設シー日ノ切

延約弐尺開進ノ見込

一、運搬ノ便否

右ハ採砿所ヨリ製煉所迫約弐丁製煉所ヨリ粕毛川端

迫大凡五丁ノ間新道ヲ開撃シテ車馬ノ運搬ヲ開クヘ

キ見込
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その後の動きについては不詳である。一、使役人員

右ハ差向坑夫拾弐人製煉夫五人雑夫弐拾人ヲ使役シ

其他道路開通諸建築ノ職工人夫ハ臨時募集ノ見込

一、着手ノ期日

右ハ許可ノ上直チニ開坑二着手ノ見込

一、資金額及磯算

右ハ坑業二支群スヘキ資金額約五千円坑業着手後一

ケ年間磯算額収入ノ含銀荒鉛代償金千八百円ニシテ

開坑其他支出経費金三千四百円ノ見込

坑業見込書

一、坑業二用ル木材井二薪炭

右ハ山本郡粕毛村官山字鹿瀬沢之内小字入山沢及赤

岩沢二ケ所二於テ雑木御排下ヲ得使用スルノ見込

一、坑業二用ル地処

右ハ坑口ヨリ諸建築場二至ル総テ全郡全村官地鹿瀬

内沢ノ内小字赤岩沢及入山沢二ケ所二於テ官地拝借

ヲ得使用スルノ見込

一、鍍脈ノ方位井二幅員

右ハ零度ヨリ百八十度二位スルモノ及九十度ヨリニ

百七十度位スルモノニケ所トス共二幅員壱尺内外ト

ス

ー、鑑物ノ分量井二掘採高

右ハ堅石ニシテ目形十貫中銀三匁強銅五百匁弱鉛弐

百目弱ヲ含有ス凡百五十貫目ヲ掘採スルノ見込

一、製煉法

右ハ塩湯沈澱法ニテ即今本邦水車木製樽桶ヲ用上銅

版鉄版亜鉛版ヲシテ附着採鍍スルノ見込

一、掘採法

右ハ鶴噛手鉄発破等ヲ用ヒー日拾尺内外ヲ開採シ坑

穴ハ縦六尺横四尺即今疏水道不要ノ見込

一、運搬ノ便否

右ハ採鍍所ヨリ製煉所迫拾丁余道路狭ナリト呈モ危

険ノ場所ハ普請致シ牛馬往復ノ便ヲ要ス本村粕毛村

ヲ離ル凡五里半余

一、使役人

右ハ差向坑夫七名留工夫壱名製煉夫拾三名雑役夫拾

五名ヲ使役スルノ見込

一、着手ノ期日

右ハ御許可後三十日間ヲ期シ着手スルノ見込

一、資金額及磯算

右ハ坑業二支弁スベキ資金額凡五千円トス，壱ケ年

間収支磯算，

金，六千七百円銀銅鉛費沸代

内金千五百円掘採費

同金二千五百円製煉費

同金千円雑費

）

I

右今般山本郡粕毛村字小東又沢二於テ銀鉛鑑借区出願

候二付御許可ノ上ハ前記ノ見込ヲ以テ坑業可致候也
1

秋田県羽後国山本郡粕毛村粕毛百三十壱番地

平民佐々木安太郎印

秋田県羽後国山本郡粕毛村粍毛七十一番地

平民桂田忠兵衛印

明治廿三年一月州一日
I

秋田県知事岩崎小二郎殿 １
，
ｉ
ｌ

<鹿瀬内沢字下り沢の場合〉

試掘申請年月日

試掘認可年月日

試掘人

明治21年8月7日

明治22年12月23日

常盤村佐々木八右衛門

同佐藤鉄五郎

銀銅鉛

4,950坪

明治26年5月30日～同27年4

月30日

試掘鉱物

借区坪数

鉱業中止期間

鉱業再稼行届年月日

小東又沢に付帯して年数帳に掲載されている久太利

沢（＝下り沢）の開発につL､ては，明治22年12月23日

に山本郡常盤村の借区人の借区開坑願が許可されてい

る。その折に提出された坑業見込書に記された内容は

次のとおりである。

なお同山は明治26年5月30日より同27年4月30日ま

での間，休山すべき中止届が出され受理されている。 今般山本郡粕毛村楢官山字鹿瀬内沢二於テ銀銅鉛壌借
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借区開坑願からみた藤里町の鉱山

区出願候二付御許可ノ上ハ前記ノ見込ヲ以テ坑業可致

候也

秋田県山本郡常盤村二百廿二番地

平民農佐々木八右衛門印

全罵全郡全村五拾九番地

平民農佐藤鉄五郎印

明治廿二年拾月三日

秋田県知事男爵青山貞殿

<鹿瀬内沢字八助沢・黒滝沢の場合〉

試掘申請年月日

試掘認可年月日

試掘人

試掘鉱物

借区坪数

鉱業中止期間

鉱業再稼行届年月日

明治21年8月25日

明治22年12月23日

粕毛村小山利助

銀銅鉛

10,015坪

明治26年5月28日～同27年3

月31日

明治27年4月3日

坑業見込書

一、坑業二用ル木材

右者山本郡粕毛村官山字鹿瀬内沢之内小字八助沢及

黒瀧之沢二ケ所二於テ雑木御払下ケテ得使用スルノ

見込

一、坑業二用ル地処

右者坑口ヨリ諸建築場二至ル追総テ全郡全村官地字

鹿瀬内沢之内小字八助沢反別壱町歩及黒瀧之沢反別

弐町歩右二ケ所二於テ官地拝借ヲ得使用スルノ見込

一、鉱脈之方位井二幅員

右者六拾度二位スルモノトス幅員四尺円外トス

ー、鉱物ノ分量井二掘採高

右者堅石ニシテ目形拾貫目中銀七匁強銅弐貢三百匁

強鉛六百匁弱ヲ含有スー日凡三百貫目ヲ掘採スルノ

見込

一、製煉法

右者塩湯沈澱法ニテ即今本邦水車木製樽桶等ヲ用上

銅版鉄版亜鉛版ヲシテ附着採鉱スル之見込

一、掘採法

右者鶴礎手鉄発破等ヲ用ヒー日弐拾尺内外ヲ開採シ

坑穴ハ縦六尺横四尺即今疏水道不要之見込

一、運搬之便否

右者採鉱所ヨリ製煉所迫凡弐町道路狭陰ナリト量モ

危険ノ場所ハ普請致シ牛馬車等往復之便ヲ要ス本村

ヲ離ル凡五里弱

一、使役人

右者差向坑夫拾三人留工夫弐人製煉夫拾五人雑役夫

弐拾五人ヲ使役スルノ見込

一、着手之期日

右者御許可後拾日間ヲ期シ着手スル之見込

一、資金額及譲算等

右者坑業二支弁スベキ資金額凡壱寓目トス

ーケ年間収支諜算

金，壱蔦三千回銀銅鉛費払代

内金弐千五百目掘採費

内金五千五百回製煉費

内金弐千目雑費

今般山本郡粕毛村楯官山字鹿瀬内沢二於テ銀銅鉛鉱

借区出願候二付御許可之上者前記之見込ヲ以テ坑業可

致候也

秋田豚山本郡粕毛村二百二拾八番地

平民農小山利助印

明治二十二年十一月四日

秋田厩知事男爵青山貞殿

<鹿瀬内沢字上不動沢・下不動沢・サルカセ沢・秋山

沢・矢トリ沢の場合〉

試掘申請年月日明治23年2月4日

試掘認可年月日明治23年10月7日

試掘人粕毛村桂田関右衛門

同加藤新六

試掘鉱物銀鉛

借区坪数

坑業見込書

一、坑業二用ル木材井二薪炭

右者山本郡粕毛村官林字下モ不動沢，字上ミ不動沢

小字サルカセ沢，小字秋山沢，小字矢トリ沢之五ケ
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処二於テ雑木三百本位出願御許可ヲ得候見込

一、坑業二用ル地所

右ハ坑口水抜道路木士積場土砂棄場詰所作事場等総

テ粕毛村官地字下モ不動沢之内反別五畝歩上ミ不動

沢之内反別壱反歩小字サルカセ沢之内反別壱反歩小

字秋山沢之内反別壱反歩小字矢トリ沢之内反別弐反

歩出願拝借之見込

一、鏑昧

右ハ方位井二幅員一定ノ鑑肱無之所々散見セルヲ以

テ方位井二幅員濠メ確知スル事難シ

ー、掘採法

右ハ堅石ハ旧来之和法ヲ以テー定ノ坑道ヲ穿磐シ候

見込

一、運搬之便否

右ハ採鑑所ヨリ製錬所迫各五六町内外製錬所ヨリ粕

毛川船通路迫弐町位此間車馬之便ヲ以テ運搬ス

ー、使役人員

右ハ差向ケ坑夫拾五人雑役人夫三拾人トス

ー、着手期間

右ハ御許可後三拾日ヲ期トシ開坑二着手スル見込

一、資金額

右ハ開坑二支弁スベキ資金差向ケ金千目トス

今般本懸山本郡粕毛村官山字下モ不動沢字上ミ不動

沢小字サルカセ沢小字秋山沢小字矢トリ沢二於テ銀鉛

鑑試掘出願候二付御許可之上ハ前記之見込ヲ以テ坑業

可致候也

明治二十三年二月四日

右願人桂田関右衛門印

加藤新六印

秋田県知事岩崎小二郎殿

おわりに

明治中期における藤里町の試掘・開坑見込害からみ

た坑業は，小規模にして，かつ，資金者と事業者との

分任制に欠けてL,た。また，鉱業資本が弱体であり，

旧来の製錬法など鉱業技術の低位性はテクノクラート

集団の形成をはかるべき状況にはなかった。しかし，

試掘，開坑を試みた事例は少なくない。それは，藩政

期から多くの鉱山の開発が柔られた当該地域の歴史的

背景があったことにも起因しているとも考えられる。

橘莞爾は，銅価の下落を論じて坑業出願者に注意を

促して次のように述べてL､る23)。

「現今銅山ノ稼行者ハ勿論銅山借区井試掘ヲ篇サント

欲スルモノハ目下ノ銅価二比準シテー切ノ計画ヲ篇サ

バ遂二不測ノ損害ヲ招クベシ因テ山元二於テ八百斤

ノ価凡七八目二仕上クヘキ目的ニテ計画ヲ施ササルヲ

得ス然リ而シテ斯ル至廉ノ原価二製出セント欲セハ宜

ク坑業ノ規模ヲ大ニシ単二古来ノ慣法二拘泥セス掘採

製煉，撰砿，運搬，等ノ方法ヲ改良シ可成人力卜薪炭

トヲ省略スルヨリ外手段無ルヘシ然ルー近年借区開

坑出願者ノ数頓二増加セシハ喜フヘキ事ナリト雛モ此

坑業見込書ヲ熟読スルニ多クハ規模狭院ニシテ殆ント

兇戯二類似シ其目的ヲ達シ得ラルヘシト像想スルモノ

アラサルモノノ如シ是し独り当業者ノ不幸ノミナラ

ス遂二天物ヲ放棄スルモノニテ国家ノ篇メ借ムヘキモ

ノトス前陳ノ如ク到底学術進歩シテ製銅日二月二増

加ノ世ノ中トナリタレハ尋常一様ノ坑業ニテハ損益相

償ハサルハ瞭然火ラ親ルヨリモ明ケシ因テ借区開坑

ヲ出願セント欲スルモノ及上現今借区開坑者二望ムラ

クハ深ク之ヲ既往二鑑ミ将来二慮ヲ可成規模ヲ大ニシ

人力卜冗費ヲ省略スルヲ勉メサルヘカラス若シ此ノ

計画ヲ篇ス程ノ資力ナキモノハ寧口開坑出願ノ念ヲ断

チ損失ヲ未明二防止スルコソ肝要ナラン乎敢テ注意ヲ

乞う」と述べ，借区開坑の規模拡大や掘採・製錬・撰

鉱・運搬などの旧来の技術の改良の必要性を指摘し，

そのためのテクノクラート集団の確立，資本力の強化

を説し､ているのである。

一方，武藤左記は，明治20年に県内の鉱山を巡回し

て，資本者と事業者との分任を論じている24)｡「目下借

区井試掘の許可を得たる者頗る鶏多なりと錐も資本事業

両者の分任して能<之を経営する者果して幾干かある。

実に僅々七八ケ所に過きす。其他は資本者が自ら事業

に当り，事業者は自ら資本繰出しに心配する等，更に

分任の法なく混渚錯雑を極め，而て其事業如何を視れ

ば多少維持するに止るものあり。或は，既に破産休業

に属する者あり。到底望を将来に属すべき者なきが如

し。今其失敗者の説く所を聞くに，資金継続の策なく

或は未た良砿を発見せすと其辞柄種々ありと靴も之が

原由を推究せぱ，此坑業主なる者は学識経験あるに非

ず。鉱物の含有砥線の方向だも塀知せず，呪んや之れ

に適当する掘採撰砿製煉の諸方法に於てをや単に鉱山
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借区開坑願からみた藤里町の鉱山

師とする者及ひ坑夫等の甘言を信用して資金を郷ち括

として怪まざるものの如きなり。

彼の鉱山師と自称する者及ひ坑夫等は強ち素人同様

坑業の何老たるを誹知せさると云ふに非す。従来各鉱

山を俳個奔走し即Iか実地経験あり。去りながら採砿冶

金地質其他坑業必用の学術を有したる者にあらす。然

るに，彼れ自から鉱山師と呼ひ容易に良砿を掘採し巨

利を得らるるが如き甘言を以て開砿を態通し一巳の利

益を謀らんと欲する語者甚た多し。今，彼等を無二の

事業者と蔦し坑業を委任せしを以て其業に失敗を取る

は敢えて怪しむに足らさるなり◎彼の偲謡に云ふ『金

が出出某の山に人の箪笥の金が出る』と笑止千葛の事と

云ふへきなり。

今や諸般の学術日に開け月に織なり。就中，鉱山学

の如きは著しく進歩を顕したる時なれば，先つ，開砿

に着手せんと欲る有力者は鉱山技師を鴫し十分測量分

析等の学術を応用し，而て，後ち事業の計画を定め，

之に適当する資本を加ふれは敢えて失敗を招くの恐れ

なきを信す。之を要するに資本者と事業者と各々分任

し，以て事業を興起すへきこそ肝要ならん。巡回中m

か感する所を記して当業者の参考に供す｡」と述べて

いる。本県の借区坑業の多くは資本者と事業者が同一

人であり，その経営において極めて体制的に不備なる

ことを指摘している。しかも，資金力・学識経験に乏

しく，その坑業経営における弱体さを指摘している。

かかる状況において，坑業経営にあっては近代的な高

度鉱山技術者集団の確立と緊密な開発計画，資本の強

化による経営体の確立が急務であることを論じている

のである。即ち，資本者と事業者と各々分任すること

をもって鉱山開発にあたるべきであることを強調して

いるので､ある。

さらに，岳測生は，「農民移住企業家の投資を歓

迎する秋田県未発の利源」25)と題して，本県の坑業に

ついて述べている。「試掘地は，全県下に渉りて二百

一ケ所，其面積六千七百万坪，採掘地は二百十六箇所

其面積三千六百除万坪，外に砂鉱採取地十一箇所にし

て砂金及砂鉄あり。（略）憾むら<は，試掘採掘の権

利者多くして，稼行者猶甚だ少なきを。是れ，鉱業資

本の欠乏を示すものにして，中には唯だ権利の転売を

以て専業とするもの少なからざるくし。吾人は真正な

る鉱業家に速に此利源を開かんことを希望す」と述べ

特に鉱業資本の弱体さを指摘し，秋田県の未開の利源

の開発の必要性と鉱業資本充実の急務を述べているの

である。

これらの指摘は，藤里町の場合においても否定しが

たい部面が少なくない。太良鉱山は，古河の資本によ

る大規模な資本者と事業者との分任体制を確立し，近

代的鉱業技術の導入やテクノクラート集団の形成に努

め，その経営にあたった。しかし，多くの借区におい

ては，鉱山の規模が狭陰にして，かつ資本力に欠け，

資本者と事業者との分任体制もとり入れることは困難

であった。それだけに，近代的鉱山技術の導入も遅延

し，また，テクノクラート集団の形成にいたる要素に

も欠けていた。それ故に多くの借区の坑業は短期間の

うちに休山もしくは廃山となったものと考えられる。

本報告にあたり，理学博士狩野豊太郎先生，秋田県

教育センター教育研究部長・理学博士斉藤実則先生よ

りご助言，ご指導をいただきました。ここに深謝申し

上げます。
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